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平
成
22
年
度
中
小
企
業
組
合
活
性
化
情
報

11月の出来事
●時　事

  7日  プロ野球 ロッテ5年ぶり日本一
10日  国の借金 過去最大の908兆円
　　   横浜ＡＰＥＣ開幕
14日  ヴァンフォーレ甲府 4季ぶりＪ１昇格確定
16日  裁判員裁判で初の死刑判決 横浜
　　   小惑星「イトカワ」の微粒子1500個確認
18日  大卒内定率最低の57％ 10月時点、「氷河
　　   期」下回る

●山梨県中央会ニュース

  6日  中小企業団体ゴルフコンペ
10日  正副会長会議、中央会創立55周年記念式典
11日  事務連絡協議会視察研修
12、19、24日  農商工連携ナビゲーター育成講座
18日  第62回中小企業団体全国大会（奈良県）

12月の予定
  5日  平成２２年度中小企業組合検定試験
8、22日  農商工連携ナビゲーター育成講座④

 ● 1面  山梨県中小企業団体中央会創立55周年式
　       典開催
 ● 1、2面  各種受賞者紹介
 ● 5面  青年部県大会開催、中小企業ゴルフコンペ
　       開催
 ● 8面  知事との懇談会開催、新規採用職員紹介
その他、各種事業案内、施策等々情報を掲載

今月の見どころ

定価100円
昭和36年４月10日 
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　本
会
は
11
月
10
日（
水
）昭
和
町
の
ア
ピ
オ
甲

府
に
お
い
て
、県
内
の
中
小
企
業
組
合
関
係
者

ら
５
０
０
人
余
り
の
参
加
を
得
て
創
立
55
周
年

記
念
式
典
を
盛
大
に
開
催
し
た
。

　記
念
式
典
は
、勝
俣
副
会
長
の
開
式
の
辞
に

続
き
、中
小
企
業
組
合
の
振
興
・
発
展
に
ご
尽
力

さ
れ
た
物
故
者
に
対
し
黙
祷
を
捧
げ
た
後
に
、

内
藤
会
長
が
式
辞
を
述
べ
た
。

　式
辞
の
中
で
、内
藤
会
長
は
、「
本
年
、本
会

が
創
立
か
ら
55
周
年
を
迎
え
、経
済
環
境
の
厳

し
い
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、私
は
、も
う
一
度
中

央
会
は
原
点
に
立
ち
返
り
、山
梨
県
下
３
６
０

団
体
、構
成
企
業
２
万
８
千
余
を
擁
す
る
中
小

企
業
の
連
携
組
織
の
支
援
機
関
と
し
て
の
役
割

と
責
務
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。そ
の
た
め
に
は
、信
頼
さ
れ
、頼
ら
れ
、要
望

に
応
え
ら
れ
る
組
織
体
制
の
強
化
を
行
い
、農

商
工
連
携
を
は
じ
め
と
す
る
新
し
い
時
代
に
お

け
る
企
業
間
連
携
や
も
の
づ
く
り
企
業
の
技
術

力
強
化
な
ど
新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
の
創
出
を
行
う

中
で
、県
内
中
小
企
業
連
携
組
織
の
更
な
る
発

展
を
目
指
し
、連
携
活
動
を
力
強
く
展
開
す
る

支
援
機
関
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。ま
た
、我
が
国
経
済
は
依
然
と
し
て

厳
し
く
、先
行
き
が
不
透
明
な
状
況
に
あ
り
ま

す
。し
か
し
、中
小
企
業
は
変
化
に
対
す
る
機
動

性
な
ど
の
強
み
を
持
っ
て
い
ま
す
。こ
の
強
み
を

組
合
の
原
点
で
あ
る
共
同
の
力
に
結
集
し
、ど

ん
な
困
難
に
あ
っ
て
も
決
し
て
心
が
く
じ
け
な

い
「
不
撓
不
屈
」
の
精
神
を
も
っ
て
立
ち
向

か
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、新
た
に
決

意
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。」
と
述
べ
た
。

　続
い
て
表
彰
に
移
り
、山
梨
県
中
小
企
業
団

体
中
央
会
会
長
特
別
表
彰
か
ら
表
彰
が
始
ま

り
、中
小
企
業
庁
長
官
表
彰
、関
東
経
済
産
業
局

局
長
表
彰
、山
梨
県
知
事
表
彰
、全
国
中
小
企

業
団
体
中
央
会
及
び
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中

央
会
の
会
長
表
彰
を
行
い
、組
合
や
団
体
、組
合

の
発
展
に
尽
力
し
た
個
人
を
表
彰
し
、企
業
や

組
合
、産
業
界
の
発
展
に
貢
献
し
た
２
０
５
の

個
人
や
団
体
に
表
彰
状
を
贈
っ
た
。（
被
表
彰
者

の
氏
名
等
は
下
段
か
ら
。）表
彰
終
了
後
に
は
、

横
内
山
梨
県
知
事
、内
山
関
東
経
済
産
業
局
長

等
６
名
が
来
賓
祝
辞
を
行
い
記
念
式
典
に
花
を

添
え
た
。

  

会
長
特
別
表
彰
 

24
名

青
柳
和
人（
山
梨
県
書
店
商
業
組
合
）、飯
島
正
二

郎（
協
同
組
合
国
母
工
業
団
地
工
業
会
）、池
田
武

夫（
甲
西
家
具
工
業
団
地
協
同
組
合
）、石
橋
源
蔵

（
山
梨
県
織
物
整
理
工
業
組
合
）、岩
間
英
雄（
山

梨
県
農
業
機
械
商
業
協
同
組
合
）、小
俣
鐵
夫（
上

野
原
織
物
工
業
協
同
組
合
）、片
田
義
光（
身
延
竹

炭
企
業
組
合
）、神
山
利
秋（
山
梨
県
ス
ポ
ー
ツ
専

門
店
協
同
組
合
）、五
味
武（
山
梨
県
新
聞
販
売
商

業
協
同
組
合
）、坂
本
信
晴（
甲
府
車
検
セ
ン
タ
ー

協
業
組
合
）、中
込
豊
秋（
甲
府
市
食
品
団
地
協
同

組
合
）、中
野
正
雄（
甲
府
車
検
セ
ン
タ
ー
協
業
組

合
）、中
山
章
三
郎（
山
梨
県
花
卉
事
業
協
同
組

合
）、長
山
高
明（
河
口
湖
商
業
協
同
組
合
）、樋
口

一
男（
甲
府
車
検
セ
ン
タ
ー
協
業
組
合
）、樋
口
孝

治（
甲
府
市
資
源
回
収
協
同
組
合
）、古
屋
忠
義

（
高
根
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
企
業
組
合
）、堀
内
利

之（
協
同
組
合
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
甲
府
）、宮

坂
伊
兵
衛（
協
同
組
合
国
母
工
業
団
地
工
業
会
）、

山
本
重
成（
高
根
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
企
業
組

合
）、依
田
正
男（
山
梨
中
央
青
果
商
業
協
同
組

合
）、渡
邊
彬（
都
留
信
用
組
合
）、渡
邊
泰（
甲
斐

東
部
産
地
形
成
事
業
協
同
組
合
）、渡
邊
𠮷
夫（
山

梨
県
撚
糸
工
業
組
合
）

  

中
小
企
業
庁
長
官
表
彰

　優
良
組
合
 

3
組
合

釜
無
工
業
団
地
協
同
組
合
、甲
府
市
資
源
回
収
協

同
組
合
、南
ア
ル
プ
ス
市
管
工
事
協
同
組
合

  

関
東
経
済
産
業
局
局
長
表
彰

　優
良
組
合
 

2
組
合

山
梨
県
農
業
機
械
商
業
協
同
組
合
、山
梨
県
味
噌

醤
油
工
業
協
同
組
合

　組
合
功
労
者
 

1
名

勝
俣
明
美（
山
梨
県
絹
人
繊
織
物
工
業
組
合
）

　組
合
青
年
部
 

1
青
年
部

山
梨
県
造
園
建
設
業
協
同
組
合
青
年
部

  

山
梨
県
知
事
表
彰

　優
良
組
合
 

23
組
合

雨
畑
開
発
事
業
協
同
組
合
、協
同
組
合
物
流
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
山
梨
、協
同
組
合
山
梨
異
業
種
交
流
青

中
倶
楽
部
、峡
東
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
協
同
組

合
、甲
州
市
管
工
事
協
同
組
合
、甲
府
市
中
央
卸

売
市
場
水
産
物
仲
卸
業
協
同
組
合
、甲
府
ホ
テ
ル

旅
館
協
同
組
合
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
利
用
促
進
協
同

組
合
、双
葉
農
の
駅
企
業
組
合
、身
延
竹
炭
企
業

組
合
、山
梨
県
カ
ー
リ
サ
イ
ク
ル
協
同
組
合
、山

梨
県
学
校
給
食
パ
ン
協
同
組
合
、山
梨
県
化
粧
品

小
売
協
同
組
合
、山
梨
県
酒
造
組
合
、山
梨
県
ス

ポ
ー
ツ
専
門
店
協
同
組
合
、山
梨
県
造
園
建
設
業

協
同
組
合
、山
梨
県
測
量
設
計
業
協
同
組
合
、山

梨
県
地
質
調
査
事
業
協
同
組
合
、山
梨
県
時
計
宝

飾
眼
鏡
商
業
協
同
組
合
、山
梨
県
生
コ
ン
ク
リ
ー

ト
工
業
組
合
、山
梨
県
ワ
イ
ン
酒
造
協
同
組
合
、

山
梨
相
互
振
興
協
同
組
合
、山
梨
物
流
事
業
協
同

組
合
、

　組
合
青
年
部
 

1
青
年
部

山
梨
県
塗
装
協
同
組
合
青
年
部
甲
塗
会

　組
合
功
労
者
 

45
名

赤
池
廣（
甲
府
市
資
源
回
収
協
同
組
合
）、芦
沢
稔

（
山
梨
中
央
青
果
商
業
協
同
組
合
）、荒
井
信
秋

（
山
梨
県
山
砕
石
事
業
協
同
組
合
）、石
川
春
人

（
山
梨
県
わ
た
寝
具
商
工
組
合
）、伊
藤
光
雄（
山

梨
中
央
青
果
商
業
協
同
組
合
）、井
上
聰
一
郎（
山

梨
県
砂
利
協
同
組
合
）、小
沢
昭
二（
甲
西
家
具
工

業
団
地
協
同
組
合
）、小
田
切
寛（
山
梨
県
石
油
商

業
組
合
）、小
野
富
義（
山
梨
県
時
計
宝
飾
眼
鏡
商

業
協
同
組
合
）、折
居
利
彦（
山
梨
県
石
油
商
業
組

合
）、金
山
百
合
子（
山
梨
県
重
機
・
建
設
解
体
工

事
協
同
組
合
）、金
子
敏（
山
梨
県
室
内
装
飾
事
業

協
同
組
合
）、鴨
下
進（
山
梨
県
時
計
宝
飾
眼
鏡
商

業
協
同
組
合
）、萱
沼
欣
一（
山
梨
県
石
油
商
業
組

合
）、川
口
隆
輝（
山
梨
中
央
青
果
商
業
協
同
組

合
）、河
崎
一
巳（
山
梨
中
央
青
果
商
業
協
同
組

合
）、北
川
湜
溥（
山
梨
県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協

同
組
合
）、功
刀
修（
山
梨
県
中
小
建
設
業
協
同
組

合
）、五
味
武（
山
梨
県
新
聞
販
売
商
業
協
同
組

合
）、
 

﹇
2
面
へ
続
く
﹈

山梨県中小企業団体中央会創立55周年記念受賞者名簿

創
立
55
周
年
記
念
式
典
盛
大
に
開
催

『
不
撓
不
屈
』の
精
神
で
困
難
に
立
ち
向
か
う

式辞を述べる
内藤会長

来賓祝辞を述べる
内山関東経済産業局長

来賓祝辞を述べる
横内県知事

組
合
、産
業
界
の
発
展
に
貢
献
し
た
2
0
5
の
個
人
や
団
体
を
表
彰
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ibuki

息吹

　景
気
の
先
行
き
不
透
明
の
中
、政
府
の
税
制
調
査
会

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
11
月
に
23
年
度
か
ら
の
導

入
を
目
指
す
「
雇
用
促
進
税
制
」
の
骨
格
を
示
し
た
。そ

の
内
容
は
、新
規
採
用
数
や
給
与
を
一
定
の
割
合
以
上
増

や
し
解
雇
を
行
わ
な
い
こ
と
を
条
件
に
、企
業
が
支
払
う

法
人
税
を
優
遇
す
る
こ
と
が
柱
で
、採
用
者
数
や
給
与

の
増
加
に
応
じ
て
法
人
税
を
減
額
す
る
こ
と
を
検
討
し

て
い
る
。

　厚
生
労
働
省
が
ま
と
め
た
骨
格
は
、①
対
象
年
度
中

に
一
定
以
上
の
雇
用
を
増
加
さ
せ
る
②
事
業
者
側
の
理

由
で
解
雇
し
な
い
③
給
与
の
支
給
額
を
一
定
以
上
増
加

さ
せ
る
。な
ど
、税
制
優
遇
の
条
件
と
し
て
い
る
。ま
た
、

措
置
と
し
て
①
1
人
当
た
り
○
○
円
の
税
額
控
除
②
給

与
支
払
い
総
額
の
増
額
分
の
一
定
割
合
の
税
額
控
除
③

投
資
税
制
控
除
・
特
別
償
却
な
ど
、今
後
検
討
と
さ
れ
て

い
る
。

　今
回
の
「
雇
用
促
進
税
制
」
は
、雇
用
の
受
け
皿
と
な

る
成
長
企
業
を
支
援
し
、雇
用
が
拡
大
す
る
こ
と
で
消

費
需
用
を
刺
激
し
、成
長
に
繋
が
る
好
循
環
を
実
現
す

る
と
い
う
マ
ク
ロ
経
済
的
な
効
果
を
発
現
さ
せ
る
た
め
、

本
税
制
措
置
に
よ
り
成
長
企
業
の
雇
用
拡
大
を
支
援
す

る
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　ま
た
、既
存
の
助
成
金
は
就
職
困
難
者
等
の
支
援
や

厳
し
い
状
況
下
で
の
雇
用
維
持
が
中
心
と
な
っ
て
い
る

が
、税
制
に
お
い
て
は
成
長
企
業
の
雇
用
拡
大
支
援
と

し
て
、助
成
金
と
の
役
割
分
担
を
明
確
化
さ
せ
た
こ
と
で

あ
る
。

　し
か
し
、本
税
制
措
置
は
、企
業
が
支
払
う
法
人
税
を

優
遇
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、法
人
税
を
支
払
っ
て

い
る
黒
字
企
業
は
全
体
の
わ
ず
か
約
３
割
弱
に
過
ぎ
ず
、

あ
と
の
約
７
割
の
赤
字
企
業
は
中
小
企
業
が
ほ
と
ん
ど

で
、こ
れ
で
は
、黒
字
の
大
企
業
だ
け
優
遇
す
る
こ
と
に

な
り
、全
体
の
雇
用
拡
大
に
は
繫
が
ら
な
い
の
で
は
？

　今
後
も
こ
の
動
向
に
は
注
視
し
て
い
き
た
い
も
の
だ
。

雇用増やせば法人税控除？

　政
府
は
、11
月
３
日
付
で
平
成
22
年
秋
の
叙
勲
受
章

者
を
発
表
し
た
。山
梨
県
関
係
で
は
42
名
が
受
賞
し
旭
日

小
綬
章
に
長
沢
利
久
氏（
山
梨
県
精
麦
工
業
協
同
組
合

理
事
長
、山
梨
県
食
品
産
業
協
議
会
会
長
）、旭
日
双
光

章
に
矢
澤
雄
兒
氏（
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
副

会
長
、山
梨
県
食
品
工
業
団
地
協
同
組
合
理
事
長
）、岩

下
昭
氏（
山
梨
県
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
生
活
衛
生
同
業
組
合
理

事
長
）が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
た
。

 
﹇
1
面
よ
り
続
く
﹈
　
　齊
藤
信
善（
山
梨
県
理
容

生
活
衛
生
同
業
組
合
）、佐
藤
喜
夫（
山
梨
県
ト

ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合
）、櫻
井
彰
一（
山
梨
県
室

内
装
飾
事
業
協
同
組
合
）、澤
潟
賀
郎（
山
梨
県
室

内
装
飾
事
業
協
同
組
合
）、田
中
茂（
山
梨
県
時
計

宝
飾
眼
鏡
商
業
協
同
組
合
）、千
野
進（
山
梨
県
山

砕
石
事
業
協
同
組
合
）、手
塚
粂
夫（
山
梨
中
央
青

果
商
業
協
同
組
合
）、中
込
徹（
山
梨
県
石
油
商
業

組
合
）、中
村
隆
昭（
山
梨
県
理
容
生
活
衛
生
同
業

組
合
）、中
村
文
雄（
山
梨
県
わ
た
寝
具
商
工
組

合
）、名
取
茂（
山
梨
県
わ
た
寝
具
商
工
組
合
）、成

澤
秀
仁（
甲
府
ホ
テ
ル
旅
館
協
同
組
合
）、西
川
一

也（
山
梨
県
石
油
商
業
組
合
）、畑
喜
内（
山
梨
県

美
容
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
）、樋
口
孝
治（
甲
府

市
資
源
回
収
協
同
組
合
）、古
屋
光
二（
山
梨
物
流

事
業
協
同
組
合
）、保
延
登（
山
梨
県
室
内
装
飾
事

業
協
同
組
合
）、堀
内
利
之（
協
同
組
合
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
甲
府
）、水
上
勝
吾（
山
梨
県
石
油

商
業
組
合
）、宮
澤
文
志（
山
梨
県
室
内
装
飾
事
業

協
同
組
合
）、森
雅
宣（
山
梨
県
機
械
金
属
工
業
団

地
協
同
組
合
）、八
木
毅
一
郎（
山
梨
県
室
内
装
飾

事
業
協
同
組
合
）、山
口
吉
太
郎（
山
梨
県
室
内
装

飾
事
業
協
同
組
合
）、若
杉
武
夫（
甲
府
建
具
協
同

組
合
）、和
光
昭
三（
山
梨
県
室
内
装
飾
事
業
協
同

組
合
）、渡
邉
隆（
山
梨
県
室
内
装
飾
事
業
協
同
組

合
）　優

秀
組
合
専
従
職
員
 

９
名

一
瀬
敏
直（
甲
府
ハ
イ
ヤ
ー
事
業
協
同
組
合
）、猪

股
美
香（
山
梨
県
自
動
車
整
備
商
工
組
合
）、太
田

美
恵
子（
山
梨
県
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合
）、佐

野
朱
実（
甲
府
畳
工
業
協
同
組
合
）、中
村
文
子

（
山
梨
県
遊
技
業
協
同
組
合
）、堀
内
恒
久（
山
梨

県
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合
）、前
田
茂
樹（
山
梨

県
美
容
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
）、松
浦
朋
子（
山

梨
県
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー
販
売
協
同
組
合
）、横

内
優（
山
梨
県
自
動
車
整
備
商
工
組
合
）

  

全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会

  

会
長
表
彰

　優
良
組
合
 

3
組
合

山
梨
県
蒟
蒻
原
料
商
工
業
協
同
組
合
、山
梨
県
室

内
装
飾
事
業
協
同
組
合
、山
梨
県
不
動
産
業
協
同

組
合　組

合
功
労
者
 

１
名

望
月
一
彦（
山
梨
県
貴
金
属
工
芸
協
同
組
合
）

  

山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

  

会
長
表
彰

　優
良
組
合
 

７
組
合

甲
斐
東
部
材
プ
レ
カ
ッ
ト
協
同
組
合
、ク
リ
ー
ン

ネ
ッ
ト
笛
吹
協
業
組
合
、下
水
道
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

協
同
組
合
、南
ア
ル
プ
ス・エ
コ
協
業
組
合
、山
梨

医
療
福
祉
事
業
協
同
組
合
、山
梨
県
財
形
住
宅
協

同
組
合
、山
梨
県
石
材
加
工
業
協
同
組
合

　優
良
女
性
部
 

1
女
性
部

山
梨
県
化
粧
品
小
売
協
同
組
合
女
性
部

　組
合
功
労
者
 

56
名

饗
場
紀
典（
山
梨
県
電
気
工
事
工
業
組
合
）、井
口

泰
宏（
山
梨
県
宝
石
研
磨
工
業
協
同
組
合
）、市
川

巖（
ロ
グ
ク
ラ
フ
ト
事
業
協
同
組
合
）、一
瀬
清
治

（
市
川
和
紙
工
業
協
同
組
合
）、井
上
善
展（
協
同

組
合
山
梨
県
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会
）、今
澤
雅
俊（
山

梨
県
学
校
給
食
パ
ン
協
同
組
合
）、上
田
榮
喜（
山

梨
県
化
粧
品
小
売
協
同
組
合
）、植
松
徹（
協
同
組

合
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
山
梨
）、海
野
真
裕（
山
梨

県
生
花
商
業
協
同
組
合
）、梅
本
実（
山
梨
県
パ
ン

協
同
組
合
）、遠
藤
一
郎（
甲
府
市
食
品
工
業
団
地

協
同
組
合
）、遠
藤
弘
夫（
山
梨
中
央
青
果
商
業
協

同
組
合
）、岡
部
修
司（
山
梨
県
生
花
商
業
協
同
組

合
）、長
田
和
雄（
山
梨
県
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
生
活
衛

生
同
業
組
合
）、小
俣
精
三（
上
野
原
機
械
器
具
工

業
協
同
組
合
）、小
山
田
勉（
富
士
吉
田
織
物
協
同

組
合
）、尾
庭
國
夫（
山
梨
中
央
青
果
商
業
協
同
組

合
）、片
田
義
光（
身
延
竹
炭
企
業
組
合
）、勝
俣
藤

久（
山
梨
県
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合
）、加
藤
栄

一
郎（
山
梨
県
地
質
調
査
事
業
協
同
組
合
）、加
藤

亀
吉（
甲
斐
東
部
材
産
地
形
成
事
業
協
同
組
合
）、

河
崎
三
郎（
山
梨
療
術
業
協
同
組
合
）、菊
島
久

（
山
梨
県
水
晶
美
術
彫
刻
協
同
組
合
）、国
田
正
己

（
谷
村
織
物
工
業
協
同
組
合
）、椚
謙
一（
山
梨
県

型
枠
工
事
協
同
組
合
）、小
池
幸
夫（
山
梨
県
貴
金

属
工
芸
協
同
組
合
）、輿
水
一
人（
山
梨
県
理
容
生

活
衛
生
同
業
組
合
）、輿
水
政
昭（
花
関
所
の
郷
・

南
清
里
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
企
業
組
合
）、小
中
澤

春
男（
山
梨
県
環
境
計
量
事
業
協
同
組
合
）、齊
藤

正
明（
南
ア
ル
プ
ス
市
管
工
事
協
同
組
合
）、佐
々

木
文
男（
山
梨
物
流
事
業
協
同
組
合
）、佐
藤
奨

（
山
梨
県
石
材
加
工
業
協
同
組
合
）、志
村
正
福

（
山
梨
県
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
生
活
衛
生
同
業
組
合
）、

武
井
博（
山
梨
県
板
金
工
業
組
合
）、武
田
與
光

（
山
梨
県
味
噌
醤
油
工
業
協
同
組
合
）、辻
清（
山

梨
県
漬
物
協
同
組
合
）、中
込
壹
幸（
協
同
組
合
山

梨
県
鉄
構
工
業
会
）、中
込
磨
㐂
雄（
山
梨
県
板
金

工
業
組
合
）、長
坂
茂（
山
梨
衣
料
チ
ェ
ー
ン
協
同

組
合
プ
ロ
ス
）、永
田
貞
光（
朝
日
通
り
商
店
街
協

同
組
合
）、中
村
恭
二（
山
梨
県
理
容
生
活
衛
生
同

業
組
合
）、長
山
漢
一（
河
口
湖
商
業
協
同
組
合
）、

西
山
武
夫（
山
梨
県
化
粧
品
小
売
協
同
組
合
）、原

紀
元（
山
梨
県
サ
ッ
シ
販
売
工
業
協
同
組
合
）、原

田
悟（
山
梨
県
菓
子
工
業
組
合
）、東
山
勇（
山
梨

県
菓
子
工
業
組
合
）、日
向
勝
男（
山
梨
中
央
青
果

商
業
協
同
組
合
）、平
間
實（
甲
州
市
管
工
事
協
同

組
合
）、深
田
齊
弘（
ク
リ
ー
ン
ネ
ッ
ト
笛
吹
協
業

組
合
）、松
葉
惇（
協
同
組
合
山
梨
県
ジ
ュ
エ
リ
ー

協
会
）、三
神
茂（
山
梨
総
合
管
財
事
業
協
同
組

合
）、水
村
勝（
山
梨
県
宝
石
研
磨
工
業
協
同
組

合
）、矢
崎
勝
教（
山
梨
県
重
機
・
建
設
解
体
工
事

協
同
組
合
）、山
本
直
光（
高
根
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ

ン
企
業
組
合
）、依
田
忠（
山
梨
県
造
園
建
設
業
協

同
組
合
）、渡
邊
征
夫（
都
留
信
用
組
合
）

　青
年
部
功
労
者
 

４
名

今
村
康
則（
協
同
組
合
山
梨
県
鉄
構
工
業
会
青
年

部
会
）、小
澤
浩（
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
青
年
中

央
会
）、千
野
悟（
山
梨
県
板
金
工
業
組
合
青
年

部
）、中
山
元（
山
梨
県
板
金
工
業
組
合
青
年
部
）

　女
性
部
功
労
者
 

２
名

中
野
豊
子（
山
梨
着
付
認
定
美
容
師
会
）、堀
内
ア

サ
子（
山
梨
着
付
認
定
美
容
師
会
）

　優
秀
専
従
職
員
 

10
名

秋
山
よ
し
み（
甲
西
家
具
工
業
団
地
協
同
組
合
）、

荻
理
子（
高
根
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
企
業
組
合
）、

小
澤
美
紀
子（
山
梨
県
重
機
・
建
設
解
体
工
事
協

同
組
合
）、輿
水
慶
子（
花
関
所
の
郷
・
南
清
里
フ

ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
企
業
組
合
）、小
林
由
紀（
甲
府
ホ

テ
ル
旅
館
協
同
組
合
）、坂
本
佳
寿（
都
留
信
用
組

合
）、薬
袋
美
智
子（
甲
府
畳
工
業
協
同
組
合
）、武

藤
け
さ
美（
山
梨
県
民
信
用
組
合
）、望
月
嘉
子

（
山
梨
県
民
信
用
組
合
）、渡
辺
龍
雄（
都
留
信
用

組
合
）

　優
良
従
業
員
 

12
名

秋
山
健
治（
株
式
会
社
甲
信
不
二
フ
ー
ド
）、新
井

利
和（
早
川
開
発
株
式
会
社
）、飯
野
哲（
株
式
会

社
甲
信
不
二
フ
ー
ド
）、石
部
茂（
株
式
会
社
中
島

鶏
卵
市
場
）、岩
窪
武
仁（
株
式
会
社
内
藤
乳
販
）、

岩
波
政
司（
小
沢
木
工
株
式
会
社
）、小
倉
和
夫

（
甲
府
通
運
株
式
会
社
）、関
孝
太
郎（
山
梨
総
合

運
輸
株
式
会
社
）、高
野
明
生（
内
藤
家
具
イ
ン
テ

リ
ア
工
業
株
式
会
社
）、野
澤
勝
治（
山
梨
貨
物
自

動
車
株
式
会
社
）、湯
舟
正（
株
式
会
社
荒
井
建

材
）、吉
崎
英
孝（
株
式
会
社
髙
野
塗
装
店
）

県政功績者・組合関係者8名が受章
　山梨県は、平成22年度の県政功績者56人と一団体を11月10日付で
発表した。組合関係者では8名が栄えある受章を受けた。

●岩間 英雄 氏  （山梨県農業機械商業協同組合 理事長）
●河野 通一 氏  （山梨県水晶美術彫刻協同組合 理事長）
●斎藤 則男 氏  （元山梨県貴金属工芸協同組合 理事長）
●長沢 俊博 氏  （元山梨県ビルメンテナンス協会 会長）
●名取 政仁 氏  （元山梨県学校給食協同組合 理事長）
●花輪 幹夫 氏  （山梨県理容生活衛生同業組合 理事長）

飯
野 

　巧 

氏

山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

理
事

山
梨
県
青
果
商
業
協
同
組
合 

理
事
長

橋
本 

義
次 
氏

山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 
理
事

山
梨
県
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル

                       

協
同
組
合 

理
事
長

岩下 　昭 氏
山梨県クリーニング　　 
生活衛生同業組合 理事長

長沢 利久 氏
山梨県精麦工業協同組合 理事長
山梨県食品産業協議会 会長　　

矢澤 雄兒 氏
山梨県中小企業団体中央会 副会長
山梨県食品工業団地協同組合 理事長

栄
誉
秋
の
叙
勲
に
組
合
関
係
者
3
名
が
受
章

県政功績者・組合関係者8名が受章

秋
の
叙
勲
に
組
合
関
係
者
3
名
が
受
章

叙  勲

旭日双光章

旭日小綬章
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データから見た業界の動き（平成22年10月分）
収益状況
2009年10月

景況感
2009年10月

売上高
2009年10月

2010年10月 2010年10月2010年10月

減少
70%

不変
22%

増加
8%

悪化
56%

不変
38%

好転
6%

悪化
64%

不変
34%

好転
2%

減少
44% 不変

40%

増加
16%

悪化
42% 不変

48%

好転
10%

悪化
38% 不変

52%

好転
10%

（平成22年10月分）
　本県の10月の景況では、全業種のDI値が、売
上高－28（前年同月比＋34）、収益状況－32（前
年同月比＋18）、景況感－28（前年同月比＋34）
となっている。業種別のDI値では製造業で、売上
高－20（前年同月比＋50）、収益状況は－30（前
年同月比＋30）、景況感は－25（前年同月比＋
50）。非製造業で、売上高－33（前年同月比＋
27）、収益状況－33（前年同月比＋10）、景況感
－30（前年同月比＋23）となっており、製造業、
非製造業ともに前年同月比においては全項目で
改善が見られるものの、前月比では全項目で5
～20ポイントの幅でDI値が悪化している。
   国内では、円高やエコカー補助金の終了など
の影響から、街角の景気実感を示す現状判断指
数が3ヶ月連続で悪化したことが、10月の景気
ウォッチャー調査の結果から報告された。これ
は、調査の指数を構成する企業、家計、雇用のす
べての項目において悪化したことが要因である
とされており、国内の景気に明るさは見えない
状況にある。
  情報連絡員による県内の10月の業況報告で
は、業況を全体で見ると一部で好転している業
種があるものの、製造業、非製造業ともに、「受
注・仕事量の減少」「収益減、資金繰り悪化」「先
行きが不透明」とするコメントと円高による影
響などが目立っており、未だ先行きが全く見え
ない状況に、経営への不安を抱く声と、長引く景
気停滞感が慢性化している状況を懸念する報告
が増えている。全体的には、前月に引き続き、中
小企業の厳しい現状が報告されている。

山梨県中小企業団体中央会
情報連絡員報告

業
界
の

　動
き

データから
見た

声業界の業
界
の
現
況
は
？

　観
光
業
界
は
、不
況
に
よ
る
影
響
を
受
け
や
す
い
業
種
で
あ
る
た

め
、全
国
的
に
き
び
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、河
口
湖
周
辺
の
観

光
業
界
は
例
年
に
近
い
業
績
を
あ
げ
て
お
り
ま
す
。

　こ
れ
は
、都
心
か
ら
比
較
的
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
場
所
に
、富
士

山
や
河
口
湖
と
い
っ
た
強
力
な
観
光
資
源
が
あ
る
こ
と
の
他
に
、河

口
湖
周
辺
の
観
光
業
者
が
行
政
等
と
連
携
し
、「
レ
ン
ゲ
祭
り
、芝

桜
祭
り
、紅
葉
祭
り
、ハ
ー
ブ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、山
開
き
、河
口
湖

花
火
大
会
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
こ
と
が

大
き
な
要
因
と
い
え
ま
す
。

　ま
た
、最
近
の
日
中
関
係
の
冷
え
込
み
が
旅
行
業
界
の
マ
イ
ナ
ス

要
因
と
し
て
話
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、当
地
域
に
限
っ
て
言
え

ば
外
国
人
観
光
客
が
全
体
の
観
光
客
の
10
分
の
１
程
度
の
割
合
と

な
っ
て
い
る
た
め
、大
き
な
影
響
と
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。し
か
し
、

外
国
人
観
光
客
を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
る
一
部
旅
館
に
つ

い
て
は
、大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

組
合
の
活
動

　本
年
は
、新
た
な
組
合
活
動
と
し
て
「
第
１
回
キ
ラ
キ
ラ
★
河
口

湖
夏
物
語
」
祭
り
を
開
催
し
ま
し
た
。こ
の
祭
り
は
、７
月
３
日
〜

７
日
ま
で
大
池
公
園（
河
口
湖
ハ
ー
ブ
館
前
）に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

富
士
山
に
ま
つ
わ
る
Ｂ
級
グ
ル
メ
を
一
同
に
会
し
た
「
富
士
山
ぐ
る

り
ん
グ
ル
メ
市
」
、７
月
７
日
の
七
夕
の
夜
に
会
員
組
合
の
旅
館
へ

宿
泊
さ
れ
た
お
客
様
を
対
象
に
、無
料
バ
ス
の
送
迎
付
き
で
富
士
山

５
合
目
で
星
空
鑑
賞
会
を
実
施
す
る
な
ど
、多
く
の
催
し
を
実
施
し

ま
し
た
。

今
後
の
展
開
は
？

　今
年
開
催
し
た
「
第
１
回
キ
ラ
キ
ラ
★
河
口
湖
夏
物
語
」
祭
り

を
来
年
度
以
降
も
継
続
し
、イ
ベ
ン
ト
等
を
通
し
て
河
口
湖
周
辺
の

活
性
化
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、日
帰
り
中
心
と
な

っ
て
い
る
県
内
観
光
客
に
も

積
極
的
に
宿
泊
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
や

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
こ

う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　今
後
と
も
、旅
館
と
は
来

て
い
た
だ
い
た
お
客
様
に
対

し
て
「
夢
を
与
え
る
商
売
」

と
言
う
こ
と
を
目
標
と
し
て
、

常
に
明
る
く
元
気
に
対
応

し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク
ス

 

　
　業
界
か
ら
一
言

　景
気
動
向
の
変
化
、現
状
と
そ
の

背
景
な
ど
に
つ
い
て
、業
界
ま
た
は

組
合
員
全
体
の
動
向
・
予
測（
売
上

高
・
原
燃
料
等
経
費
・
資
金
繰
り
な

ど
）に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
を
求
め
た
。

■
製
造
業

●
食
料
品（
水
産
物
加
工
）／
新
規

開
拓
の
婚
礼
用
食
材
が
伸
長
し

た
が
、一
昨
年
の
水
準
よ
り
10
%

以
上
も
低
い
。原
料
は
円
高
、輸

入
先
の
養
殖
技
術
向
上
等
で
安

定
確
保
が
可
能
。

●
食
料
品（
洋
菓
子
製
造
）／
原
材

料
は
円
高
メ
リ
ッ
ト
以
上
に
値

上
げ
が
見
込
ま
れ
、今
後
の
採
算

面
に
影
響
が
出
て
く
る
。

●
食
料
品（
ワ
イ
ン
）／
11
月
3
日

か
ら
山
梨
ヌ
ー
ボ
ー
解
禁
と
な

る
。各
社
で
ヌ
ー
ボ
ー
祭
り
を
実

施
し
て
お
り
、ヌ
ー
ボ
ー
の
評
価

が
試
金
石
と
な
る
。

●
繊
維
・
同
製
品（
織
物
）／
マ
フ
ラ

ー
、ス
ト
ー
ル
は
昨
年
に
比
べ
20

〜
30
%
売
上
減
少
。問
屋
の
要
求

単
価
が
低
い
点
、他
産
地
と
の
競

争
が
要
因
。ポ
リ
エ
ス
テ
ル
の
ス

ク
ー
ル
タ
イ
等
は
今
は
忙
し
い
。

全
体
的
に
発
注
時
期
が
遅
く
、納

期
が
短
い
。

●
木
材・木
製
品
製
造
／
先
々
月
か

ら
プ
レ
カ
ッ
ト
は
多
い
が
材
料

の
動
き
は
今
一
歩
。大
規
模
な
公

的
施
設
整
備
に
対
し
、県
産
材
を

利
用
す
る
動
き
が
本
格
化
し
つ

つ
あ
り
期
待
。

●
家
具
製
造
／
景
気
が
徐
々
に
下

降
気
味
で
あ
り
、将
来
に
対
す
る

明
る
い
展
望
が
開
け
な
い
。

●
紙・紙
加
工
品
／
出
荷
状
況
は
前

年
並
み
で
推
移
。主
原
料
の
輸
入

パ
ル
プ
も
高
値
か
ら
建
値
下
方

修
正
と
円
高
で
下
落
す
る
も
ま

だ
高
水
準
。

●
印
刷
／
最
近
の
景
気
が
よ
く
わ

か
ら
な
い
。慢
性
化
し
て
し
ま
っ

て
お
り
、鈍
感
に
な
っ
て
い
る
。

●
窯
業・土
石（
砂
利
）／
渇
水
期
に

入
り
、河
川
工
事
が
大
量
に
発
注

さ
れ
た
た
め
、中
部
横
断
道
建
設

工
事
の
需
要
と
併
せ
売
上
高
は

益
々
増
加
し
て
い
く
と
予
測
。

●
鉄
鋼・金
属
⑴
／
各
社
で
格
差
は

あ
る
が
、全
体
と
し
て
業
況
は
良

く
な
い
。9
月
後
半
か
ら
受
注
は

減
少
し
て
い
る
。

●
鉄
鋼・金
属
⑵
／
円
高
で
輸
出
関

連
の
企
業
は
厳
し
い
。独
自
の
技

術・製
品
の
展
開
が
必
要
。

●
そ
の
他（
貴
金
属
）／
東
京
の
大

手
の
鑑
別
会
社
が
破
産
を
し
、多

大
な
影
響
が
予
想
さ
れ
る
。

■
非
製
造
業

●
卸
売（
塗
料
）／
石
油
大
手
の
合

併
に
よ
り
タ
ー
ペ
ン
の
工
場
が

閉
鎖
し
、原
料
の
値
上
が
り
を
懸

念
。

●
小
売（
S
C
）／
不
況
の
影
響
か
、

退
店
↓
新
規
出
店
の
サ
イ
ク
ル

が
激
し
い
。

●
小
売（
青
果
）／
天
候
不
順
に
よ

り
入
荷
減
少
と
高
値
が
続
い
て

お
り
、収
益
は
悪
化
。

●
小
売（
食
肉
）／
牛
肉
は
交
雑
種

（
特
に
銘
柄
牛
）が
高
値
で
品
薄
。

鶏
肉
は
猛
暑
の
影
響
で
種
鶏
の

死
亡
率
が
例
年
の
３
倍
に
な
り

今
後
も
も
生
肉
を
中
心
に
高
値・

品
薄
が
年
末
ま
で
続
き
そ
う
。Ｂ

│
１
グ
ラ
ン
プ
リ
の
影
響
で
鶏

の
内
蔵
類（
特
に
キ
ン
カ
ン
）が

全
国
的
に
逼
迫
。豚
肉
の
需
要
が

落
ち
込
み
、全
体
的
に
低
調
。

●
小
売（
水
産
物
）／
長
引
く
景
気

低
迷
で
組
合
員
の
経
営
に
対
す

る
意
識
は
低
下
し
、自
然
消
滅
的

な
組
合
解
散
を
懸
念
。

●
小
売（
自
動
車
）／
補
助
金
の
終

了
に
伴
い
、受
注
は
大
幅
に
落
ち

込
ん
だ
。10
月
の
新
車
登
録
も
前

年
比
76
％
と
大
幅
減
。

●
小
売（
電
機
製
品
）／
家
電
エ
コ

ポ
イ
ン
ト
の
変
更
に
伴
い
業
界

全
体
が
大
き
く
伸
長
。売
れ
筋
商

品
の
極
端
な
品
薄
状
況
、地
域
の

家
電
店
ま
で
受
注
残
を
抱
え
、入

荷
待
ち
の
状
態
が
続
い
て
い
る
。

●
小
売（
石
油
）／
10
月
は
中
東
原

油
が
全
面
高
、元
売
り
の
卸
価
格

の
上
昇
で
店
頭
価
格
は
横
ば
い

な
い
し
小
幅（
２
〜
３
円
）値
上

げ
。11
月
は
記
録
的
な
円
高
ド
ル

安
だ
が
、元
売
り
価
格
の
上
昇
に

よ
り
、販
売
価
格
は
横
ば
い
ま
た

は
若
干
の
値
下
げ
と
予
想
。

●
宿
泊
業
／
秋
の
観
光
シ
ー
ズ
ン

と
甲
府
鳥
も
つ
煮
の
効
果
も
あ

り
、県
外
か
ら
の
観
光
客
は
増
加

傾
向
に
あ
る
が
、大
部
分
は
日
帰

り
で
宿
泊
に
結
び
つ
け
る
た
め

に
は
受
入
側
の
更
な
る
工
夫
と

努
力
が
必
要
。

●
美
容
業
／
秋
の
婚
礼
関
係
の
仕

事
の
予
約
が
去
年
よ
り
2
割
ほ

ど
減
少
。組
合
で
高
単
価
の
パ
ー

マ
需
要
拡
大
講
習
会
を
開
催
し

て
い
る
。

●
廃
棄
物
処
理
／
他
の
業
界
か
ら

の
参
入
が
多
く
、そ
れ
ら
の
業
者

に
よ
る
処
理
料
金
の
ダ
ン
ピ
ン

グ
や
不
適
正
行
為
等
が
目
立
つ
。

特
に
家
屋
解
体
及
び
リ
フ
ォ
ー

ム
等
に
関
わ
る
建
設
廃
材
並
び

に
家
電
製
品
等
が
問
題
。

●
建
設（
住
宅
関
連
）／
一
般
住
宅

に
つ
い
て
は
、景
気
に
直
接
連
動

す
る
。全
国
的
に
新
築
住
宅
着
工

戸
数
は
右
肩
下
が
り
で
あ
り
、山

梨
県
の
人
口
減
少
傾
向
を
考
え

る
と
先
行
き
は
厳
し
い
。

●
運
輸（
タ
ク
シ
ー
）／
B
│
1
グ

ラ
ン
プ
リ
の
甲
府
鳥
も
つ
煮
の

影
響
で
甲
府
へ
の
来
客
は
増
え

た
よ
う
だ
が
、タ
ク
シ
ー
の
需
要

に
は
現
れ
て
い
な
い
。

河口湖周辺旅館から見える富士山と河口湖

　

 

河
口
湖
温
泉
旅
館
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

理
事
長

　

 

外
川 

　誠 

氏
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　第
２
回
都
留
工
業
交
流
展（
同
実

行
委
員
会
・
都
留
市
商
工
会
主
催
）

が
11
月
５
日
、６
日
、７
日（
金
・
土
・

日
）の
３
日
間
「
ピ
ュ
ア
富
士（
都
留

市
中
央
）」
で
開
催
さ
れ
た
。「
都
留

も
の
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
構

築
を
提
案
す
る
都
留
市
商
工
会
の

呼
び
か
け
に
よ
り
、昨
年
よ
り
実
施

さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
市
内
の
精

密
機
器
製
造
加
工
や
織
物
の
製
造

業
者
な
ど
32
の
企
業
、団
体
が
出
展

し
た
。市
内
に
は
、多
く
の
中
小
製
造

業
者
が
い
る
が
高
い
技
術
や
優
れ
た
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
等
を
一
同

に
展
示
・
紹
介
す
る
こ
と
で
企
業
間
の
パ
ー
ト
ナ
ー
発
掘
な
ど
交

流
促
進
と
新
規
取
引
先
拡
大
等
今
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
き

っ
か
け
と
な
る
場
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。ま
た
展
示

会
場
を
広
く
一
般
市
民
に
開
放
す
る
こ
と
で
、市
民
の
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
き
人
材
確
保
の
期
待
も
大
き
い
。

　中
央
会
会
員
組
合
で
は
、２
組
合
が
出
展
。都
留
機
械
金
属
工

業
㈿（
木
村
理
事
長
・
当
交
流
展
実
行
委
員
長
）は
水
を
動
力
と
し

て
発
電
す
る
水
車
の
模
型
と
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド（
L
E
D
）を
組

み
込
ん
だ
街
路
灯
を
、谷
村
織
物
工
業
㈿（
高
部
理
事
長
）は
、傘

生
地
を
使
っ
た
バ
ッ
ク
・
帽
子
・
ポ
ー
チ
な
ど
開
発
中
の
新
商
品
の

展
示
を
行
い
、期
間
中
両
理
事
長
と
も
マ
ス
コ
ミ
、企
業
関
係
者

及
び
一
般
来
場

者
へ
の
説
明
を

す
る
な
ど
業
界

の
Ｐ
Ｒ
に
務
め

た
。　な

お
6
日
に

は
、共
同
受
注

グ
ル
ー
プ
「
ラ

ッ
シ
ュ
す
み

だ
」
の
津
幡
英

夫
名
誉
会
長
を

講
師
に
迎
え

「
も
の
づ
く
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
受
注
拡
大
」

を
テ
ー
マ
に
記

念
講
演
会
も
開

催
さ
れ
た
。

中
国
人
実
習
生
の

受
入
事
業
第
7
期
生
ス
タ
ー
ト

山梨県アパレル工業組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

食
品
関
連
企
業
の
視
察
を
実
施

山梨県食品工業団地協同組合 青年部T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・

第
2
回
都
留
工
業
交
流
展
に

　地
元
組
合
及
び
企
業
が
参
加

都留機械金属工業協同組合・谷村織物工業協同組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・

抱負を語る7期生代表
袁秀　（ユァン シュウフェン）さん

谷村織物工業㈿の展示品 都留機械金属工業㈿の展示品

会場は賑わいを見せていた

工場見学開催

ニッカウヰスキー北海道工場外観

　山
梨
県
食
品
工
業
団
地
協
同
組
合
青
年
部（
鈴
木
浩
文
部
長
）

は
、11
月
７
日（
日
）〜
９
日（
火
）の
日
程
で
中
央
会
の
青
年
部
研

究
会
事
業
を
活
用
し
、「
も
の
づ
く
り
企
業
の
理
念
と
品
質
管
理

に
対
す
る
取
り
組
み
を
学
ぶ
」
を
テ
ー
マ
に
北
海
道
の
食
品
関
連

企
業
の
視
察
研
修
を
実
施
し
た
。

　今
回
は
、企
業
理
念
を
確
立
し
、

原
材
料
か
ら
商
品
ま
で
一
貫
し
た

工
程
管
理
を
行
い
、厳
し
い
品
質

管
理
の
も
と
で
製
品
を
造
っ
て
お

り
、ま
た
、工
場
見
学
会
等
を
通
し
、

そ
の
取
り
組
み
を
的
確
に
情
報
発

信
し
て
い
る
企
業
を
訪
れ
た
。研

修
の
内
容
は
次
の
と
お
り
。

　キ
リ
ン
ビ
ー
ル
㈱
千
歳
工
場
は
、

「
誰
よ
り
も
お
客
様
の
近
く
に
。そ

し
て
、も
っ
と
豊
か
な
ひ
と
と
き
を
。」
を
品
質
方
針
と
し
て
掲
げ
、

①
お
客
様
満
足
度
の
向
上
、②
安
全
・
安
心
な
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
す
る
た
め
に
、社
員
一
人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、

品
質
の
信
頼
性
向
上
に
努
め
て
い
る
と
い
う
。ま
た
、苦
情
対
応
と

し
て
は
、顧
客
様
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、シ
ス
テ
ム
的
に
対
応
し
、

全
工
場
で
そ
の
情
報
を
共
有
し
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

  
石
屋
製
菓
㈱
白
い
恋
人
パ
ー
ク
は
、品
質
管
理
は
I
S
O
の
認

証
取
得
を
し
て
お
り
、そ
の
基
準
に
基
づ
い
て
行
っ
て
い
る
。不
祥

事
へ
の
対
応
と
し
て
は
、小
袋
に
賞
味
期
限
が
印
字
さ
れ
て
い
な

い
た
め
に
、人
為
的
に
古
い
も
の
が
混
入
さ
れ
た
事
件
の
際
は
、新

聞
広
告
、回
収
費
用
で
、数
億
円
の
費
用
を
か
け
て
対
応
し
た
。現

在
は
、小
袋
の
賞
味
期
限
印
字
機
、箱
詰
め
、包
装
、検
品
ま
で
の
一

貫
ラ
イ
ン
を
整
備
し
、従
業
員
教
育
を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
り
再

発
の
防
止
に
努
め
て
い
る
。

　ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー
㈱
余
市
蒸
留

所
は
、素
晴
ら
し
い
自
然
環
境
の
中

で
、伝
統
を
守
り
な
が
ら
、製
品
作
り

へ
の
こ
だ
わ
り
を
持
ち
続
け
る
姿
が

物
語
と
な
っ
て
お
り
、ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
。

 
 

研
修
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と
は
、

「
継
続
は
力
な
り
」
で
あ
り
、日
々

少
し
づ
つ
改
善
な
ど
を
行
う
こ
と
が

永
続
的
な
企
業
経
営
に
つ
な
が
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　山
梨
県
ア
パ
レ
ル
工
業
組
合

（
吉
田
高
士
理
事
長
）は
、平
成

16
年
か
ら
実
施
し
て
い
る『
外
国

人
実
習
生
共
同
受
入
事
業
』の

第
７
期
生
の
受
け
入
れ
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
た
。第
７
期
生
と
な
る

今
回
も
、こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、

中
国
江
蘇
省
南
通
市
か
ら
の
研

修
生
15
名
が
来
日
、組
合
企
業

６
社
が
受
け
入
れ
企
業
と
な
り

研
修
を
行
う
こ
と
と
な
る
。

　今
回
、11
月
４
日
に
甲
府
商

工
会
議
所
研
修
室
で
行
わ
れ
た
開
講
式
で
は
、研
修
生
15
名
の
自

己
紹
介
が
行
わ
れ
、こ
れ
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
日
本
で
の
研
修
生

活
に
対
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
研
修
生
15
名
は
し
っ
か
り
と
し
た
日
本

語
で
自
己
紹
介
を
行
い
、「
一
日
も
早
く
日
本
の
縫
製
技
術
を
学

び
頑
張
り
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

　開
講
式
後
に
は
、㈶
国
際
研
修
協
力
機
構
の
担
当
者
か
ら
受
け

入
れ
企
業
に
対
し
て
の
注
意
事
項
や
実
習
生
を
巡
る
諸
問
題
、ま

た
昨
年
改
正
さ
れ
た
新
た
な
実
習
生
制
度
に
つ
い
て
の
説
明
会
も

行
わ
れ
、１
ヶ
月
に
渡
っ
て
行
わ
れ
る
座
学
研
修
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
。

　実
習
生
は
日
常
生
活
や
技
術
研
修
に
必
要
な
日
本
語
会
話
の

習
得
を
中
心
に
、日
本
の
生
活
慣
習
、健
康
管
理
、日
本
の
法
律
や

安
全
な
ど
を
集
合
研
修
で
学
ん
だ
後
、組
合
員
企
業
で
縫
製
技
術

の
習
得
を
行
い
、３
年
間
の
実
習
生
と
し
て
就
労
す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。

　11
月
11
日
に
は
依
田
中
央
会
常
務
理
事
が
講
師
と
な
り
講
習

を
行
っ
た
。山
梨
の
産
業
と
中
国
と
日
本
の
そ
れ
ぞ
れ
文
化
の
違

い
に
つ
い
て
実
習
生
と
質
疑
応
答
・
対
話
な
ど
を
交
え
て
、終
始
和

や
か
な
雰
囲
気
と
な
っ
て
い
た
。

　な
お
、今
回
７
期
生
を
迎
え
る
前
の
10
月
29
日
に
は
、平
成
19

年
11
月
か
ら
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
た
第
４
期
生
の
修
了
式
が
行

わ
れ
た
。吉
田
理
事
長
よ

り
修
了
生
14
名
に
修
了

書
が
手
渡
さ
れ
、「
日
本

で
学
ん
だ
縫
製
技
術
や

た
く
さ
ん
の
楽
し
い
思

い
出
と
と
も
に
、中
国
へ

帰
っ
て
も
頑
張
っ
て
下

さ
い
」
と
激
励
の
言
葉

が
か
け
ら
れ
た
。

集合研修風景
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　山梨県中小企業団体青年中央会（会
長：小澤浩）は、10月25日（月）、「古名
屋ホテル」において平成22年度組合青
年部県大会を開催した。県大会には約
50名の青年経営者及び後継者が参加
し、依然として続く経済不況を打開す
るためのビジネスプランの策定及び既
存ビジネスを新たな形態に変革させる
ような新発想のヒントを探るため、講
演会の聴講及び交流会での情報交換に取り組んでいた。
　講演会の講師を務めた田中一司氏（タナベ経営所属）は、企業は環境に適合し
た形で変化していくため、大量生産の時代に求められてきた人材と、現在求め
られている人材には大きな違いがあり、現在求められている人材を育成するた
めには、リーダーが社員のモチベーションをアップさせるために様々なことを

考えていく必要があると語った。
　また、社員（部下）のモチベーションをアップ
させるためには、社長（上司）が社員（部下）に対
して一方的に説明し、作業を行わせるような
「ティーチング」では無く、対等な関係でサポー
トしていく「コーチング」がふさわしい事を語
り、コーチングのスキルアップの方法について
実践を交えて語った。
　この講演会で説明されたことは、中小企業経
営者の誰もが実戦可能な事が多く、経営者の努

力によって中小企
業には大きな可能
性があることを示
す講演となった。
　会場を移して行
われた交流会には、
山梨県商工労働部
商工企画課佐野課
長等の来賓が参加
し、山梨県経済の先
行き等について意
見交換がされた。

　11
月
6
日（
土
）、笛
吹
市
「
ウ
ッ

ド
ス
ト
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
」
に
お
い
て
、中
小
企
業
団
体
の

親
睦
と
交
流
を
図
る
た
め
、第
41
回

中
小
企
業
団
体
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
を
開
催
し
、中
央
会
会
員
を
は
じ

め
と
し
て
95
名
が
参
加
し
た
。

　参
加
者
は
新
ペ
リ
ア
方
式
に
よ

る
団
体
戦
、個
人
戦
を
行
い
、日
頃

の
ゴ
ル
フ
の
腕
を
競
い
、鋭
気
を

養
っ
て
い
た
。

　ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
終
了
後
、参
加
者

同
士
の
交
流
も
兼
ね
た
表
彰
式
が

開
催
さ
れ
、個
人
戦
と
団
体
戦
の
順

位
賞
の
他
、ニ

ア
ピ
ン
、ド
ラ

コ
ン
な
ど
の
特

別
賞（
個
人
戦
）

の
受
賞
者
に
そ

れ
ぞ
れ
賞
品
が

贈
ら
れ
た
。

　団
体
戦
で
は

山
梨
県
造
園
建

設
業
協
同
組
合

が
、ま
た
、個
人

戦
で
は
都
留
食

糧
協
同
組
合
の

井
出
澄
男
氏
が

そ
れ
ぞ
れ
優
勝

し
た
。

　山梨県中小企業組合等
事務連絡協議会（菅原五男
会長）は、去る11月11日
（木）、東京電力「柏崎刈羽
原子力発電所」への視察研
修を実施した。今回は、当協
議会会員・事務局を含め、
総勢22名が視察研修に参
加した。
　東京電力「柏崎刈羽原子
力発電所」は、現在において
は、約420万㎡（東京ドーム約90個分）の敷地に沸騰水型原子炉110万ｋＷ
が５基と、世界初の改良型沸騰水型原子力発電所135.6万ｋＷが2基の合計
7基がある。7基の合計出力は821.2万ｋＷで世界最大の原子力発電所であ
り、当発電所で作られた電気は、当県をはじめ、沼津・神奈川方面へ送電され
ている。
　今回の視察研修では、まず研修室にて当発電所の概要を含めたビデオの視
聴・説明を受けた後、サービスホールにおいて5分の1原子炉模型を使いなが
ら、原子炉の発電方法の研修を行った。その後、施設内をバスで巡回した後、
原子炉内の視察を行った。原子炉においては、平成19年の新潟県中越沖地震
からの復旧作業を行っている停止中の原子炉を視察し、運転中には決して見
ることができない発電における原子炉の各部分において、説明を受けた。
　参加者は、視察研修中も非常に熱心に質問・意見交換を繰り返しており、今
回の視察研修がより有意義に行われたことを物語っていた。また、当視察研

修においては、東京電力
㈱の方々の多大なご協
力の下に行われたため、
視察研修の終わりに当協
議会の菅原会長より、随
行して頂いた東京電力
㈱山梨支店甲府支社の
窪田副支社長、大久保副
長への感謝の意が述べ
られた。

▶団体戦
優　勝　　山梨県造園建設業協同組合
準優勝　　（社）山梨県鉄構溶接協会
１　位　　都留信用組合
２　位　　都留食糧協同組合
３　位　　山梨協豊事業協同組合

青年部県大会開催青年部県大会開催
山梨県中小企業団体青年中央会山梨県中小企業団体青年中央会

「柏崎刈羽原子力発電所」への
  視察研修を実施！

山梨県中小企業組合等事務連絡協議会

あいさつする小澤会長

講師の田中一司氏

コーチングのスキルアップについての実戦

団体戦「優勝」の山梨県造園建設業協同組合

ナイスショット!!

視察研修に参加された参加者の面々

視察研修の様子

▶個人戦
優　勝　　井出　澄男　　都留食糧協同組合
準優勝　　内田　正文　　山梨県造園建設業協同組合
１　位　　伊部　喜一　　（社）山梨県鉄構溶接協会
２　位　　渡辺　輝雄　　都留信用組合
３　位　　渡辺　真人　　山梨県電気工事工業組合

第41回中小企業団体親睦ゴルフコンペを開催第41回中小企業団体親睦ゴルフコンペを開催
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情報BOX
景気対応緊急保証制度景気対応緊急保証制度

　第
62
回
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会
は
、11
月
18
日（
木
）に
奈

良
県
奈
良
市
に
あ
る
「
な
ら
１
０
０
年
会
館
」
に
於
い
て
、全

国
中
央
会
・
奈
良
県
中
央
会
の
主
催
で
開
催
さ
れ
、松
下
忠
洋
経

済
産
業
副
大
臣
の
ほ
か
、関
係
省
庁
か
ら
の
来
賓
や
全
国
の
組

合
役
員
等
の
代
表
者
な
ど
約
１
８
０
０
名
が
参
集
し
た
。

　本
県
か
ら
も
、多
く
の
組
合
役
職
員
の
方
々
に
ご
参
加
申
込

み
を
い
た
だ
き
、総
勢
34
名
が
参
集
し
た
。

　今
回
の
大
会
は
、社
会
の
主
役
で
あ
る
中
小
企
業
の
発
展
に

向
け
て
、「
新
た
な
出
発

　未
来
を
創
る
団
結
の
力
！
」
を
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、全
国
の
中
小
企
業
団
体
の
代
表
が
一
堂
に
会

し
、自
ら
の
決
意
を
内
外
に
表
明
す
る
と
と
も
に
、国
等
に
対
し

て
中
小
企
業
振
興
施
策
の
強
化
を
訴
え
、組
合
等
連
携
組
織
を

通
じ
た
中
小
企
業
の
成
長
、豊
か
な
地
域
社
会
の
実
現
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　大
会
で
は
、大
別
し
て
、次
の
4
つ
の
決
議
案
が
上
程
さ
れ
、

各
県
の
代
表
者
に
よ
る
説
明
が
あ
り
、原
案
の
と
お
り
満
場
一

致
に
よ
り
可
決
決
定
さ
れ
た
。

Ⅰ
．経
済
危
機
の
克
服
、中
小
企
業
・
組
合
の
活
力
強
化
、中
央

会
の
機
能
強
化

Ⅱ
．中
小
企
業
に
配
慮
し
た
雇
用
対
策
等
の
推
進

Ⅲ
．公
正
な
競
争
環
境
の
整
備

Ⅳ
．中
小
企
業
の
経
営
力
の
向
上

　ま
た
、表
彰
式
で
は
、優
良
組
合
34
組
合
、組
合
功
労
者
68
名
、

中
央
会
優
秀
専
従
者
50
名
が
紹
介
さ
れ
、本
県
か
ら
は
優
良
組

合
と
し
て
「
山
梨
県
重
機
・
建
設
解
体
工
事
業
協
同
組
合（
金
山

百
合
子
理
事
長
）」
が
、ま
た
組
合
功
労
者
と
し
て
山
梨
県
青
果

商
業
協
同
組
合
の
「
飯
野
巧
理
事
長
」
が
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
功
績

を
称
え
ら
れ
、受
賞
の
栄
に
浴
し
た
。

　な
お
、次
回
の
第
63
回
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会
は
愛
知
県

に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

メルマガ「厚生労働省人事労務マガジン」
をご利用下さい。

　厚生労働省では、平成22年10月から、企業
の経営者、人事労務担当者の方などを主な対象
として、メールマガジンの配信を行っています。
　このメールマガジンは、雇用情勢や法律改
正、助成金等の制度改正、労務管理情報など、
企業の皆様のお役に立てる最新情報を月に数
回、メールにより配信しています。
登録・配信は無料です。

　下記のホームページ中のバナーから、メール
マガジンの登録が無料でできますので、是非と
もご登録いただき、企業の労務管理にお役立て
いただけますようお願い申し上げます。

　厚生労働省のホームページ
http://www.mhlw.go.jp/

　

　山梨労働局のホームページ
http://www.y-roudoukyoku.go.jp/

国際的な金融不安等を契機とした現下の厳しい経済状況において、例外業種を除き原則とし
て全ての業種に属する中小企業の皆様の資金繰りを、本制度でサポートします

制　度　名　景気対応緊急保証制度（全国緊急）
対　象　者　一部の例外業種（農林水産業、金融業・保険業、公務（公的機関）、学校法人、政治・経済、

文化団体、宗教等）を除き、原則として全ての業種を指定業種として対象
保証限度額　2億8千万円（組合4億8千万円）一般の保証枠と別枠
　　　　　　既存セーフティネット保証の残高を含む
保 証 割 合　100％（全部保証）
保 証 期 間　10年（据置期間2年以内を含む）
返 済 方 法　原則として均等分割返済
担　　　保　必要に応じて徴求する
保　証　人　法人代表者を除き、原則不要
貸 付 利 率　金融機関所定の金利
保 証 料 率　年0.8％（中小企業会計割引適用時0.7％）
必 要 書 類　通常の申込書類のほか、市町村が発行する認定書（5号）
取 扱 期 間　平成22年2月15日より平成23年3月31日まで

　例えば、1,200万円を5年（60回）で返済するケースでは、月々の元金返済は、20万円です。

事例1
3年経った時に、仮に残高が480万円であれば、480万円を10年（120回）で借換えると、月々の元
金返済は4万円となります。

事例2
残高480万円に720万円を上乗せして、1,200万円を10年（120回）で借換えても、月々の元金返
済は10万円となります。
（＊1）一部借換えできない制度もありますので、信用保証協会に個別にご相談ください。
（＊2）金利については考慮しておりません。

お問い合わせ先　
　山梨県信用保証協会　保証部経営支援室　浅川まで　ＴＥＬ 055-235-9701

制　度　概　要

－景気対応緊急保証の借換メリット－

山梨労働局からの
お知らせ
山梨労働局からの
お知らせ

第62回中小企業団体全国大会を開催第62回中小企業団体全国大会を開催

議案採決の様子
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情報BOX
どうすればよい？障害者雇用
　　～説明会・ワークショップのご案内～
どうすればよい？障害者雇用
　　～説明会・ワークショップのご案内～

「新卒者就職応援
プロジェクトコーディネート等事業」
実施に伴う受入企業募集

「新卒者就職応援
プロジェクトコーディネート等事業」
実施に伴う受入企業募集

  障害者雇用納付金制度の改正で、「『中小企業も納付金申告などの対象になる』と聞いたけど…。」「我が社
はいつまでに何をすればよいの？」「他の会社はどうしているの？」「助成金はどのようなものがあるの？」と
いった疑問や悩みはありませんか？
　そんな企業の方々を対象に、今回、説明会とワークショップを同時開催します。
　法律改正の情報を知っていただくこと、受けられる支援について情報提供すること、企業同士で自由に意
見交換をしていただくこと、を目的としています。

　日　　時　平成23年1月21日（金）13:30～16:00
　場　　所　雇用・能力開発機構山梨センター
　テ ー マ　どうすればよい？障害者雇用
　内　　容　◆経済的支援（納付金制度改正と活用できる助成金等）について
　　　　　　　山梨県雇用促進協会
　　　　　　◆人的支援（事業主に対する体系的支援、ジョブコーチ支援等）について
　　　　　　　山梨障害者職業センター
　　　　　　◆各社の紹介・障害者雇用に係る現状と課題等についての意見交換
　　　　　　　雇用経験のある事業所より事例発表の予定
　実施規模　10～15社程度
　主　　催　山梨障害者職業センター ／山梨県雇用促進協会

　問い合わせ先　山梨障害者職業センター（担当：佐藤・恒成）
　　　　　　　　TEL:055-232-7069　FAX:055-232-7077
　　　　　　　　E-mail　yamanashi-ctr@jeed.or.jp
　　　　　　　　URL:http://www.yiso.or.jp/topics/51/workshop.doc

　当会では、平成19年9月以降
に高等学校・大学等を卒業した
（する）者であって就職先が未内
定の方を対象に、中小企業の生
産現場等に触れる機会を付与す
るとともに、中小企業で働く上で
必要とされる技能・技術・ノウハ
ウ等を習得してもらうための長
期間（原則６ヵ月間）の職場体験
（インターンシップ）等を実施し
ます。
　新卒者の職場体験受入れによ
り自社の活性化・人材戦略の強
化につなげてもらうことを目的
とし、職場実習期間中、実習生に
は「技能習得支援助成金」として日額7,000円、受入企業には「教育訓練費助成金」として実習生1人の受入
れにあたり日額3,500円の助成金が支給されます。また、コーディネート機関（中央会）が実習生・受入企業
双方に対し、実習が円滑かつ効果的に行われるようにサポート（キャリアカウンセラー専門家の配置）も行
います。
　将来の中核となりうる人材を確保するチャンスです。採用意欲のある事業者の方は是非ご応募ください。

　対象者　山梨県中小企業団体中央会会員組合の構成員

お問い合わせ　　山梨県中小企業団体中央会　TEL055-237-3215　労働課

応援します、あなたの企業

山梨県信用保証協会
本　　　　店　　甲府市飯田2－2－1（山梨県中小企業会館）
　　　　　　　　TEL.055-235-9700　　FAX.055-232-0160
　　　　　　　　URL:http://www.yiso.or.jp/̃shinpo/
　　　　　　　　E-mail:shinpo-yamanashi@rondo.ocn.ne.jp

富士吉田支店　　富士吉田市下吉田1832
　　　　　　　　TEL.0555-22-0992　　FAX.0555-22-0921

「景気対応緊急保証（全国緊急）」
　国際的な金融不安等を契機とした現下の厳しい経済状況において、
例外業種を除き原則として全ての業種に属する中小企業の皆様の資
金繰りを、本制度でサポートします。

「条件変更対応保証」
　金融機関からの借入に関する返済条件の見直しを行う際に必要と
なる資金の保証を行うことにより中小企業のみなさまの返済負担の
軽減を図り、金融の円滑化を促すための制度です。
　これまで公的金融とお取引のない方でも、信用保証協会による返済
負担軽減支援を受けられるようになります。

「流動資産担保融資保証制度（ＡＢＬ保証制度）」
　中小企業者が有する売掛債権及び棚卸資産（流動資産）を担保とし
て保証を行う保証制度です。
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編集後記
　様々な問題が山積したままで
終わりを迎えそうな2010年。
　2011年こそ、良い年となるよ
う期待したいです。

●ご意見・ご要望は、
　中小企業タイムズ編集班まで

TEL 055-237-3215
FAX 055-237-3216
E-mail webmaster@chuokai-
yamanashi.or.jp

※審査結果によっては、ご希望に添えない場合もございますので、あらかじめ御了承ください。
TEL 055-228-4331   FAX 055-228-4385

三井住友海上火災保険株式会社 山梨支店
〒400-0858　山梨県甲府市相生2-3-16

山梨県中小企業団体中央会が推進します

万一の従業員の災害に備え、十分な安全対策を講ずると同時

に、十分な補償体制を整えておくことが「企業の繁栄」と「従

業員福利厚生」のための必要条件です！

随時募集中

労災上乗せ共済労災上乗せ共済

引受保険会社

甲府支店 国民生活事業  ＴＥＬ055-224-5366

■お問い合わせは

日本公庫 検索最寄りの商工会議所・商工会でもご相談を承ります。

毎月第２、第４火曜日は
「創業相談会」を開催中（予約制）

＊ご融資に際しての保証人、担保などにつきましては、お客さまのご希望を伺いな
がらご相談させていただきます。

＊長期のご返済で、お利息は固定金利です。

日本政策金融公庫は
中小企業のみなさまを積極的に応援します！

国の創業ローン・事業資金ローン国の創業ローン・事業資金ローン
新たに事業を始める方へ

新規開業資金！

経営の多角化や事業転換を図る方へ

新事業活動促進資金！

11月から新たに1名の嘱託を採用
しました。

　山梨県ふるさと雇用再生特別基金事
業による雇用安定推進事業の実施に
伴い、県内企業を訪問し、雇用に関する
情報の収集・整理、奨励制度等の周
知、地域雇用の維持・安定を図るため
「雇用安定推進員」を採用しましたので
紹介します。

●
雇
用
安
定
推
進
員

よ
ね 

や
ま

米
山 

ゆ
か
り

よろしくお願いします。よろしくお願いします。
雇用安定推進事業

平成23年 

１月12日（水） 16：00～18：00
アピオ甲府 本館 1F 吉兆の間
中巨摩郡昭和町西条3600

式　典▶16：00～16：40
交流会▶16：40～18：00

5,000円

20112011 第14回

多数のご参加をお待ちしております。

中小企業団体
新春交流会のご案内
中小企業団体
新春交流会のご案内
開催
日時

開催
場所

内容

会費

　11月1日（月）甲府市
「談露館」において山梨
県知事と経済団体との
懇談会が開催された。こ
の懇談会には、山梨県か
らは横内正明知事のほ
か、丹澤博商工労働部
長、後藤雅夫観光部長が
出席、また、経済団体か
らは4団体（山梨県中小
企業団体中央会、富士吉

田商工会議所、甲府商工会議所、山梨県商工会連合会）の代表者等14名が出
席して行われ、県内経済界が抱える問題点解決のための要望を県に伝えた。
　本会からは、内藤悦次会長ほか2名が出席し、農商工連携の促進支援をは
じめとする、中小企業関係予算の拡充を図るなど、中小企業への支援強化を
求めた。

要 望 書 概 要
 1. 地域経済活性化に繋がる基盤等強化の推進
⑴リニア中央新幹線・中部横断自動車道の供用開始を見据えたアクセス道
路の整備等の推進
⑵ＪＲ中央東線高速化早期実現の促進
⑶やまなしグリーンニューディール計画の拡充・強化
⑷ものづくり人材の育成強化と職業高等学校等の設備等の拡充
 2. 中小・小規模企業への支援強化
⑴小規模企業対策・組織連携対策予算の拡充強化
⑵農商工連携支援策の拡充強化
⑶中小企業組合､業種間連携施策の充実強化
⑷ものづくり企業の技術力強化のための支援
 3. 中小企業の取引拡大支援
⑴ 山梨県の誇る地場産業の継続支援とブランド化・販路拡大の推進
⑵海外企業と、製造業を中心とした県内企業とのビジネスマッチングの支
援強化
⑶公共事業について、県内中小企業が受注確保できるような仕組みの構築
⑷地場産業振興センターの存続について
 4. 地域商業・観光振興対策の推進
⑴商業振興対策の拡充強化
⑵観光振興策の一層の推進
 5. 全国知事会等を通じての国の施策への反映
⑴中小企業に対する法人税率等の引き下げ
⑵中小・小規模企業の負担増となる消費税の安易な税率引き上げに反対
⑶大型店出退店に係わる新たなルールづくり
⑷景気対応緊急保証制度の期限延長
⑸小規模事業者経営改善資金貸付（マル経資金）の拡充措置の延長
⑹高速道路等における県境での渋滞解消

山
梨
県
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事
と
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済
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体
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の
懇
談
会
を
開
催
│
横
内
知
事
へ
要
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書
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出
│

懇談会であいさつを行う横内知事


